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今
年
も
公
開
実
習「
巨
大
湖
の
生
態
系
と
環
境
問
題
」が
大
盛
況
！

潮
来
市
の
誇
れ
る
自
然
第
86
回

　

北
浦
の
そ
ば
（
潮
来
市
大
生
）
に
あ
る

茨
城
大
水
圏
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
全
国
の
大
学
生
が
湖
の
生
態
系
や
環

境
問
題
に
つ
い
て
学
べ
る
教
育
拠
点
と
し
て

文
部
科
学
省
か
ら
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

年
、
夏
休
み
に
開
講
す
る
公
開
実
習
５
コ
ー

ス
に
は
、
各
地
の
大
学
生
た
ち
が
湖
で
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
目
当
て
で
来
て
く
れ
ま
す
。

　

８
月
20
日
～
24
日
の
公
開
実
習
１
「
巨

大
湖
の
生
態
系
と
環
境
問
題
―
霞
ヶ
浦
で
の

調
査
・
実
験
か
ら
理
解
す
る
」
に
は
、
秋
田

大
、
北
里
大
、
東
京
海
洋
大
、
東
洋
大
、
帝

京
科
学
大
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
、
九

州
大
の
学
生
た
ち
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
実
習
の
教
材
は
霞
ヶ
浦
・
北
浦
の
水
環

境
、
生
き
も
の
、
生
態
系
、
地
形
・
地
質
な

ど
で
す
。

　
１
日
目
は
霞
ヶ
浦
・
北
浦
の
水
環
境
問
題

や
そ
の
歴
史
的
変
遷
、
最
近
の
外
来
種
問

題
な
ど
を
座
学
で
学
ん
で
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

ナ
マ
ズ
の
駆
除
釣
り
を
実
施
。
１
時
間
足
ら

ず
で
15
尾
も
釣
れ
て
（
写
真
１
）、
そ
の
脅

威
を
体
感
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
北
浦
沖
で

の
水
質
・
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
・
底
生
動
物
調
査

の
ほ
か
（
写
真
２
）、
室
内
で
活
性
汚
泥
を

使
っ
た
水
質
浄
化
実
験
も
行
い
ま
し
た
。
３

日
目
は
岸
近
く
で
の
魚
類
調
査
（
写
真
３
）

で
、
外
来
種
ブ
ル
ー
ギ
ル
や
絶
滅
危
惧
種
ク

ル
メ
サ
ヨ
リ
な
ど
魚
介
類
12
種
の
生
息
を
確

認
し
て
か
ら
、
外
来
魚
と
在
来
魚
の
食
う
・

食
わ
れ
る
の
関
係
を
調
べ
ま
し
た
。
４
日
目

は
湖
底
堆
積
物
の
分
析
か
ら
環
境
の
変
遷

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
５
日
目
の

成
果
発
表
会
で
は
、
学
生
た
ち
か
ら
湖
の
環

境
・
生
態
系
の
保
全
や
持
続
可
能
な
利
用
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
な
さ
れ
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
大

学
生
た
ち
が
水
郷
の
自
然
の
魅
力
に
触
れ
る

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
地
域
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
茨
城
大
学
地
球・地
域
環
境
共
創
機
構

　
　
水
圏
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
納
光
樹・金
子
誠
也

（写真2）北浦沖での船上調査

（写真3）北浦の岸近くでの調査

（写真1）釣獲された
　　　　  アメリカナマズ

小お

川が
わ

芋う

銭せ
ん

の
見
た
潮
来

潮
来
市
の
誇
れ
る
文
化
第
145
回

　
小
川
芋
銭
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
画
家
で
す
。
農
村
風
景
を

愛
し
、
カ
ッ
パ
の
絵
を
多
く
描
い
た
こ
と
か
ら
「
カ
ッ
パ
の
芋
銭
」
と
親
し
ま

れ
、
素
朴
で
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
作
品
や
幻
想
に
溢
れ
る
多
く
の
作
品
を
残
し
ま

し
た
。
芋
銭
は
、
初
め
の
頃
は
雑
誌
や
新
聞
に
挿
絵
や
漫
画
を
発
表
し
ま
し
た

が
、
明
治
二
十
九
年
に
は
、
一
家
が
農
業
で
生
計
を
立
て
る
た
め
に
、
茨
城
県

牛
久
沼
畔
に
居
を
移
し
ま
す
。
そ
し
て
、
水
郷
地
帯
の
神
秘
的
な
伝
承
や
自
然

現
象
か
ら
霊
感
を
得
た
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
作
品
や
、
当
地
の
自
然
に
対
す
る

共
感
溢
れ
る
水
墨
画
を
数
多
く
描
き
ま
し
た
。

　
昭
和
八
年
に
描
か
れ
た
「
水
郷
十
二
橋
」
も
、
芋
銭
に
と
っ
て
親
し
い
存
在

で
あ
っ
た
潮
来
の
水
郷
風
景
を
主
題
と
す
る
水
墨
画
で
す
。
画
面
中
央
の
水
面

に
は
、
一
頭
の
牛
と
農
夫
、
船
頭
を
乗
せ
た
小
舟
が
ゆ
っ
た
り
と
進
み
、
そ
の

周
囲
を
豊
か
な
樹
叢
（
じ
ゅ
そ
う
）
や
水
田
の
広
が
る
自
然
が
や
さ
し
く
包
み

こ
ん
で
い
ま
す
。

　
図
上
に
は
、
水
郷
の
名
勝
で
あ
っ
た
十
二
橋
に
寄
せ
る
、
画
家
自
身
の
題
讃

が
気
負
い
の
な
い
柔
ら
か
な
筆
致
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

小川芋銭「水郷十二橋」
（ 三重県立美術館所蔵）

潮
来
十
二
橋
は

風
流
の
名
に

伝
わ
り
て
今
に
久
し

今 

断
橋
と
な
り

た
る
も
の
を
除
け
ば

十
橋
な
り

昔
時 

十
三
橋
の

と
き
も
あ
り
し
と
ぞ

い
た
こ
ぶ
し
に

う
た
わ
れ
た
る

美
妓
阿
那
女

の
お
も
か
げ
を

真
菰
か
く
れ

の
花
あ
や
め

に
し
の
び

鳰
の
浮
巣

に
興
が
る

舟
遊
び
も

早
夏
の

五
月
の

好
時
節
こ
そ

楽
し
か
り
け
り

　（
一
部
表
記
変
更
）

（
参
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） 

三
重
県
立
美
術
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水
郷
十
二
橋
」
解
説

  

潮
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